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（
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
設
備
）

第
五
十
六
条

設
計
基
準
事
故
の
収
束
に
必
要
な
水
源
と
は
別
に
、
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
十
分
な
量
の

水
を
有
す
る
水
源
を
確
保
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
は
、
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
及
び
重
大

事
故
等
対
処
設
備
に
対
し
て
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
十
分
な
量
の
水
を
供
給
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備

を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
電
源
設
備
）

第
五
十
七
条

発
電
用
原
子
炉
施
設
に
は
、
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
電
源
が
喪
失
し
た
こ
と
に
よ
り
重
大
事
故
等

が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
炉
心
の
著
し
い
損
傷
、
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
、
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
の
著
し
い
損

傷
及
び
運
転
停
止
中
原
子
炉
内
燃
料
体
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
電
力
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要

な
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

発
電
用
原
子
炉
施
設
に
は
、
第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
非
常
用
電
源
設
備
及
び
前
項
の
規

定
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
電
源
設
備
の
ほ
か
、
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
電
源
が
喪
失
し
た
こ
と
に
よ
り
重
大
事
故

等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
炉
心
の
著
し
い
損
傷
、
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
、
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
の
著
し
い

損
傷
及
び
運
転
停
止
中
原
子
炉
内
燃
料
体
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
常
設
の
直
流
電
源
設
備
を
設
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
計
装
設
備
）

第
五
十
八
条

発
電
用
原
子
炉
施
設
に
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
、
計
測
機
器
（
非
常
用
の
も
の
を
含
む
。）の
故
障

に
よ
り
当
該
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
監
視
す
る
こ
と
が
必
要
な
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
こ
と
が
困
難
と

な
っ
た
場
合
に
お
い
て
当
該
パ
ラ
メ
ー
タ
を
推
定
す
る
た
め
に
有
効
な
情
報
を
把
握
で
き
る
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
原
子
炉
制
御
室
）

第
五
十
九
条

第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
原
子
炉
制
御
室
に
は
、
重
大
事
故
が
発
生
し
た
場
合

に
お
い
て
も
運
転
員
が
と
ど
ま
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
監
視
測
定
設
備
）

第
六
十
条

発
電
用
原
子
炉
施
設
に
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
工
場
等
及
び
そ
の
周
辺
（
工
場
等
の
周
辺

海
域
を
含
む
。）に
お
い
て
発
電
用
原
子
炉
施
設
か
ら
放
出
さ
れ
る
放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
放
射
線
の
量
を
監
視

し
、
及
び
測
定
し
、
並
び
に
そ
の
結
果
を
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

発
電
用
原
子
炉
施
設
に
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
工
場
等
に
お
い
て
風
向
、
風
速
そ
の
他
の
気
象
条

件
を
測
定
し
、
及
び
そ
の
結
果
を
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
緊
急
時
対
策
所
）

第
六
十
一
条

第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
緊
急
時
対
策
所
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い

て
も
当
該
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
の
適
切
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、
次
に
掲
げ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一

重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
指
示
を
行
う
要
員
が
と
ど
ま
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
適
切
な
措
置

を
講
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
指
示
が
で
き
る
よ
う
、
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
情

報
を
把
握
で
き
る
設
備
を
設
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
内
外
の
通
信
連
絡
を
す
る
必
要
の
あ
る
場
所
と
通
信
連
絡
を
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備

を
設
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２

緊
急
時
対
策
所
は
、
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
数
の
要
員
を
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
通
信
連
絡
を
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備
）

第
六
十
二
条

発
電
用
原
子
炉
施
設
に
は
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
当
該
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
内

外
の
通
信
連
絡
を
す
る
必
要
の
あ
る
場
所
と
通
信
連
絡
を
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
四
十
七
号
。
以
下
「
設
置
法
」
と
い
う
。）

附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
七
月
八
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

２

設
置
法
附
則
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
設
置
法
附
則
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
法
第
四
十
三

条
の
三
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
許
可
と
み
な
さ
れ
た
設
置
法
附
則
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の

法
（
以
下
「
第
四
号
旧
規
制
法
」と
い
う
。）第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
に
係
る
旧
発
電
用
原
子
炉（
第

四
号
旧
規
制
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
発
電
用
原
子
炉
を
い
う
。）で
あ
っ
て
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
設

置
さ
れ
又
は
設
置
に
着
手
さ
れ
て
い
る
も
の
及
び
そ
の
附
属
施
設
で
あ
っ
て
、
第
四
十
二
条
、
第
五
十
七
条
第
二
項

に
定
め
る
規
定
に
適
合
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
年
七
月
七
日
ま
で
の
間
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
適
用

し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

〇
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
六
号

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
四
十

三
条
の
三
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
八
日

原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長

田
中

俊
一

実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
e

第
三
条
）

第
二
章

設
計
基
準
対
象
施
設
（
第
四
条
e

第
四
十
八
条
）

第
三
章

重
大
事
故
等
対
処
施
設
（
第
四
十
九
条
e

第
七
十
八
条
）

第
四
章

雑
則
（
第
七
十
九
条
e

第
八
十
二
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
適
用
範
囲
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
規
則
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律

（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

２

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

「
放
射
線
」
と
は
、
実
用
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
通
商
産
業
省
令

第
七
十
七
号
。
以
下
「
実
用
炉
規
則
」
と
い
う
。）第
二
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
放
射
線
を
い
う
。

二

「
通
常
運
転
」
と
は
、
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
基
準
に
関
す
る

規
則
（
平
成
二
十
五
年
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
五
号
。
以
下
「
設
置
許
可
基
準
規
則
」
と
い
う
。）第
二
条
第

二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
通
常
運
転
を
い
う
。

三

「
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
」
と
は
、
設
置
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
運
転
時
の

異
常
な
過
渡
変
化
を
い
う
。

四

「
設
計
基
準
事
故
」
と
は
、設
置
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
設
計
基
準
事
故
を
い
う
。

五

「
設
計
基
準
対
象
施
設
」
と
は
、
設
置
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
設
計
基
準
対
象
施

設
を
い
う
。

六

「
工
学
的
安
全
施
設
」
と
は
、
設
置
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
十
号
に
規
定
す
る
工
学
的
安
全
施
設
を

い
う
。

七

「
重
大
事
故
等
対
処
施
設
」
と
は
、
設
置
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
重
大
事
故
等

対
処
施
設
を
い
う
。

八

「
特
定
重
大
事
故
等
対
処
施
設
」
と
は
、
設
置
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
十
二
号
に
規
定
す
る
特
定
重

大
事
故
等
対
処
施
設
を
い
う
。

九

「
安
全
設
備
」
と
は
、
設
計
基
準
事
故
時
及
び
設
計
基
準
事
故
に
至
る
ま
で
の
間
に
想
定
さ
れ
る
環
境
条
件
に

お
い
て
、
そ
の
損
壊
又
は
故
障
そ
の
他
の
異
常
に
よ
り
公
衆
に
放
射
線
障
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
を
直
接
又
は
間
接

に
生
じ
さ
せ
る
設
備
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

イ

一
次
冷
却
系
統
に
係
る
設
備
及
び
そ
の
附
属
設
備

ロ

反
応
度
制
御
系
統
（
設
置
許
可
基
準
規
則
第
二
条
第
二
項
第
二
十
七
号
に
規
定
す
る
反
応
度
制
御
系
統
を
い

う
。
以
下
同
じ
。）に
係
る
設
備
及
び
そ
れ
ら
の
附
属
設
備

˜›—
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